
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 

推薦団体

主な

 

概要

 名  

推薦団体   

な活動地

概要 

     星永

    熊本県文化協会

活動地   県内各地

星永 文夫

熊本県文化協会

県内各地

文夫 

熊本県文化協会 

県内各地 

 

星
永 

文
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

本 

賞 
ほ
し
な
が 

 
 

ふ
み
お 



星
永
文
夫
氏
は
、現
代
俳
句
の
作
家
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
磨
き
抜
か
れ
た
表
現
力
と
、読
む
人
の
心
に
語
り
か
け
る
よ

う
な
作
品
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

 

氏
は
、
俳
誌
「
霏
霏

ひ

ひ

」
の
代
表
を
務
め
、
昭
和
五
十
八
年
の
刊

行
以
来
、
主
宰
者
と
し
て
句
作
や
編
集
、
指
導
等
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
句
集
を
数
多
く
刊
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
に

は
、
句
集
『
幻
日
環
』
で
熊
日
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年
七
月
に
も
、
熊
本
に
縁
の
深
い
「
種

田
山
頭
火
」
を
題
材
と
し
た
『
山
頭
火
私
記
』
を
上
梓
し
、
現
代

俳
句
会
の
現
役
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
、県
内
各
地
の
文
化
施
設
で
文
学
講
座
や
俳
句
会
の
講
師

等
を
精
力
的
に
務
め
る
と
と
も
に
、
熊
本
県
文
化
協
会
・
文
化
懇

話
会
で
役
職
を
務
め
て
後
進
の
指
導
に
も
取
り
組
む
な
ど
、俳
句

の
普
及
発
展
に
も
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
、
俳
誌
や
句
集
の
刊
行
、
俳
句
の
普
及
活

動
を
通
じ
て
、本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

昭
和
四
十
三
年 

 

句
集
『
１
０
０
／
６
７
』
刊
行 

昭
和
四
十
四
年 

 

句
集
『
６
８
‘
夏
』
刊
行 

昭
和
四
十
六
年 

 

俳
誌
『
海
程
』 

新
人
賞
準
賞
受
賞 

昭
和
四
十
八
年 

 

句
集
『
狼
祭
』
刊
行 

昭
和
五
十
年 

 
 

句
集
『
肥
後
飢
餓
講
』
刊
行 

昭
和
五
十
八
年 

 

季
刊
俳
誌
『
霏
霏
』
創
刊 

昭
和
六
十
一
年 

 

句
集
『
幻
日
環
』 

熊
日
文
学
賞
受
賞 

平
成
十
年 

 
 

 

句
集
『
色
塵
』
刊
行 

平
成
十
五
年 

 
 

句
集
『
熊
襲
派
』
刊
行 

平
成
二
十
四
年 

 

選
句
集
『
あ
ら
っ
こ
い
し
ょ
』
刊
行 

平
成
二
十
五
年 

 

熊
本
県
芸
術
文
化
功
労
者
賞
受
賞 

平
成
二
十
七
年 

 

随
想
集
『
山
頭
火
私
記
』
刊
行 

 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


